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 皆さん、おはようございます。 

先週は雨がやんでいるときは外で元気に遊び、雨が降っているときは室内で工夫して過ごしていました。 

 

 最近のきらりを紹介します。 

校長会が三小で続けて２回ありました。１回目は、三小の近くの学校の校長先生方と校長室で会議を行

いました。２回目は、調布市内の小学校の校長先生方と教育委員会の方々がおみえになり、歴史館で会議

を行いました。休み時間、廊下の歩き方が静かなので校長先生方が感心なさっていました。また、皆さん

の方から進んで挨拶ができることや算数少人数、家庭科室、4 年生の教室などを通るとき、皆さんが頑張

っている姿をご覧になり、たくさんのお褒めの言葉をいただきました。三小の皆さんは、素晴らしいです。  

 

さて、今日は「３匹のかえる」の話をします。 

１つめのかえるは「かんがえる」です。 

皆さんは、「考える」ことがすきですか。それとも「考える」ことがめんどくさいなと思いますか。 

皆さんの頭の中、脳の中は、考えれば考えるほど、頭がよくなる線がどんどんつながっていくようにな

っています。 

ですから、じっくり考えて、自分なりの答えを見つけたり、友達の考えから新しい考えを見つけたりし

ていきましょう。 

２つめのかえるは「まちがえる」です。 

「教室はまちがえるところです」間違えることが恥ずかしいと思っていませんか？間違えることは恥ず

かしいことではありません。間違えることによって、正しいことを知りたいという思いが強くなり、でき

るようになるのです。もちろん三小のお友達は、間違えることでからかったり恥ずかしい思いをさせたり

する人は誰一人いないと信じています。 

３つめは「ふりかえる」です。 

学習の終わりに「どんなことができるようになったか」「次はどんなことを頑張りたいか」を振り返る

と、自分が成長していることや挑戦してみたいことが分かります。すると、勉強がもっと楽しくなるし、

できるようにもなります。 

３匹のかえる「かんがえる」「まちがえる」「ふりかえる」を意識して学習や生活を進めていきましょう。 

 

 東京都は、新型コロナウィルス感染症の状況が一番厳しい段階になっています。先生方、シルバーさん、

ボランティアの方が消毒をして皆さんの安全を守ってくださっています。先週お話したように、皆さんは、

「あいてますか」を合言葉に今週も頑張りましょう。  

 

放送朝会の話 

 


